	日日本古典芸能　　　－　レポートの書き方　－


課題名：講義期間中に古典芸能を実際の舞台で見ましょう！

「能・狂言」「歌舞伎」「文楽」
その他古典芸能関連の公演や展示等を見に行きレポートを提出してください。
無料公演でも結構です。
	本格的な有料公演の場合：
	２０点満点
	原稿用紙５枚程度
（ワープロの場合、2000字程度）
A4の用紙に統一（縦・横自由）
	内容の報告３枚・感想２枚の割合でまとめる。感想や調査報告が長くなってもよい。

	その他の公演の場合：
	１０点満点
	原稿用紙３枚程度
（ワープロの場合、1200字程度）
A4の用紙に統一（縦・横自由）
	内容の報告２枚・感想１枚の割合でまとめる。


· 演目単位にレポートを分けないでください。一公演につき、一本のレポートになります。（チケット1枚につき1レポート）

· また、レポートは何本書いてもらっても構いません。たとえば、２０点配点のレポートを５本提出するとそれだけで成績は１００点になります。
表紙の指定：
提出にあたっては、大学指定のレポート用表紙をつけてください。受取時に受取確認用の半券を渡します。

添付物：
入場券の半券をかならず表紙の裏に貼り付けて提出してください。ない場合は、採点対象になりません。ただし、無料公演でチケットがなく、提出できない場合は、それに代るチラシなどを参考に添付してください。

提出日：
講義期間中随時受付け。郵送では絶対に受けとりません。最終受付日は、試験日です。しかし、できるだけ記憶の新しい時期に書いて出してください。

以上

(担当：赤間)

